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お わ り に
鳥取県における社会同和教育の現状とその問題点を,概観してみた結果が,上述のようなものと
なった。十分精密な調査設計に従ってのものではなく, 2～3の町村での聴き取 りを中心にしたも
のである。従って,この小文は,いわば,今後の鳥取県における社会啓発活動について,夏に精細
な分析と今後の展望を行うための仮説とでも言ったほうがよいものである。
鳥取県においては,社会同和教育 (啓発活動)に関する推進要領の作成に努力中で,本年度初め
には,刊行される予定でもある。これと並行してこの小文をまとめる結果となった。
たてまえではいけないと述べながら, どうしても,原則主義に毒されたものになってしまったこ
とを,深く反省すると同時に,今後,この小文のすべての部分に,具体的な肉づけを行うことの必
要性も痛感している。いずれ,部分ごとに具体的資料を収集しながら,評価と方向だけでなく,地
域の実態や住民意識のありようを基盤に据えた,推進のためのチェックリストなども考えてみたい
と思っている。全く不十分な論述の故をもって,大方のご叱正とご助言を賜わりたいと思う。
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